








































































































































































































































































































































































































































（１）本科目に関する知識 （２）本科目への興味 （３）聴く力 （４）集中力
（５）メモする力 （６）メモを整理する力 （７）理解しようとする姿勢
（８）理解力 （９）考える力 （１０）レポ トーにまとめる力 （１１）要約力
（１２）読解力 （１３）文章力 （１４）表現力 （１５）創造力
（１６）発想力 （１７）柔軟な考え方 （１８）デザイン・センス （１９）情報収集力
（２０）調査能力 （２１）読みやすい字、丁寧な字で仕上げる力 （２２）パソコンの操作能力
（２３）事務処理能力 （２４）締め切り意識すること （２５）優先順位を決めて行動すること
（２６）規則正しい勉強習慣 （２７）忍耐力 （２８）継続力 （２９）向上心
（３０）探求心 （３１）学ぶことへの意欲 （３２）時事的な問題に対する興味
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目数が多い。得られたことが多 あ々ったと実感され
るからこそ、満足度が高いともいえよう。
　メモをとることに熱心であり、「出席レポ トー」の
作成にも力を入れている学生ほど、得られていると
実感されることも多く、「選択必修科目」を受講し
たことに対する満足度も高い。他方で、授業中にメ
モをとること、「出席レポ トー」を作成することに力
を入れることができない学生は、「出席レポ トー」
を作成することに対する負担感が非常に大きく、
「出席レポ トー」の作成により得られる成果がきわ
めて少ない。そのような学生は、科目に関わらず全
般的に学ぶことへの意欲が乏しいように観察され
る。モチベーションが低い学生は、「出席レポ トー」
の提出が滞りがちである。意欲が消失してしまうと、
欠席回数が増え、ついには履修放棄といった状況
に陥ることもある。「出席レポ トー」の負荷に耐えら
れないような学習意欲の低い学生に対する対応策
を講ずることは継続的な課題として捉えている。
注
1） 「出席レポート」の有効性については、経済教育
学会第26回全国大会（2010年）および第27回全国
大会（2011年）において報告し、同学会誌『経済教
育』で報告内容を発表した。
2） コンピテンスについての分析については、「『出席レ
ポ トー』を活用したコンピテンスの育成」と題し、経
済教育学会第29回全国大会（2013年）にて報告を
した。
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